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 上腕骨近位部骨折手術後患者に対する骨粗鬆症への介入

武蔵野赤十字病院 整形外科

所属 整形外科　　　　氏名 小久保吉恭　　　　　　 

(西暦）　　　2020年4月～2021年3月

骨粗鬆症に関連した骨折の中で，上腕骨近位部骨折は大腿骨近位骨折，
脊椎圧迫骨折に比較すると骨粗鬆症への介入率が低いことが報告されて
ます．本研究の目的は当科で手術した上腕骨近位部骨折の患者に対する
骨粗鬆症治療の現状を調査し，骨粗鬆症治療の開始時期について検討す
ることにあります．

2017 年 1 月〜2018 年 12月に当院で上腕骨近位部骨折に対して手術を
受けられた方の骨折受傷前の脆弱性骨折の有無，および骨折の受傷前後
での骨粗鬆症治療の状況を調査します．


